
 

はじめに 

2011 年 3

当時，茨城

ム工学科棟

後，避難所

ことで，地

 

1. 茨城大学

峯秀雄研

2011 年 3

く，梱包を

と感じてい

ダ状の屋外

げた後に，

け降りた．

ろう学生た

も早く屋外

その後，

ら，状況を

揺れ，その

何度も余

の状況確認

図 1 2011

2011 年

3 月 11 日金曜

城県日立市中

棟）の最上階

所での生活を

地震の様子を

学工学部（日

研究室内 

3 月 11 日金

をほどいてい

いる）ととも

外に逃げた．

ものすごく

非常階段は

たちに「逃げ

外に逃げるこ

茨城大学工

を見るしかな

の轟音に一同

余震を感じつ

認に行った．

年 3 月 11 日

年 3月 11

曜日 14 時 46

成沢町 4-12

である 4 階

余儀なく，い

読者に分か

日立キャンパ

曜日，14 時

いるところ，

に，比較的短

いつもなら

大きな振幅

，反対側の

ろー」と叫び

とができた

学部都市シス

かった．そ

おびえるとい

つ，棟内の状

図 1 は，同

日 16 時 56 分

日東北地

茨城大学

6 分に，201

2-1 に所在す

の自分の研究

いわゆる被災

っていただけ

パス）内 S3 棟

時 46 分，研究

「ゴー，ゴー

短周期と感

ば，そのよ

を感じ，危険

ところにあり

びながら，棟

． 

ステム工学科

して，15 時

いう状況であ

状況や逃げ遅

日の 16 時 5

分，地震後の

地方太平洋

学工学部都市

1 年 3 月 11

する茨城大学

究室で業務を

災者の一人と

けると思う．

棟（都市シス

究室内で，新

ー」という音

じられる横揺

うな状況で収

険を感じ，意

り，そちらに

棟外に逃げた

科の教職員お

時 15 分頃，茨

あった． 

遅れた人の確

56 分に撮影し

の小峯秀雄研

洋沖地震の

市システム工

日東北地方

学工学部（日

を行っていた

となった．そ

そのような

ステム工学科

新しいディス

音（今思うと

揺れを感じ，

収まるのであ

意を決して，

に向かう余裕

た．学生たち

および学生と

茨城県沖を震

確認をするべ

した小峯秀雄

研究室内の状

の被災状況

工学科 防災

太平洋沖地震

立キャンパス

た．震度 6 強

その一部始終

なことを意識

科棟）内 4 階

スクトップパ

と，いつもの

直ちに室内

あるが，今回

建屋内の階

裕はなかった

ちの多くは 2

と棟外にて立

震源とする地

べく，ヘルメ

雄研究室の内

況 

2011 年

況報告 

災・環境地盤

震が発生した

ス）S3 棟（

強の地震であ

終を備忘録的

識して記述し

（最上階）4

パソコンを組

の地震とは違

内を出て，4

回は，そのベ

階段で一気に

た．途中の階

2 階にいたの

立ちすくむよ

地震により，

メットを着用

内部の状況で

年 3 月 16 日

盤工学研究室

小峯秀雄

た．筆者は，

（都市システ

あった．その

的に記録する

している．

02 号室 小

組み立てるべ

違う音がした

階のベラン

ベランダに逃

に一階まで駆

階にいるであ

ので，私より

ようにしなが

大きく棟が

用して，棟内

である． 

 

 

室 

雄 

の

小

べ

た

ン

逃

駆

あ

が

が

内



図 2 左：落

 

図 2 には，

震による被

 

2. 茨城大学

茨城大学

った．診断

もあるが，

どめる． 

 

3. 茨城大学

小峯秀雄

いように感

られた． 

図 3 左：古

落下物も破損

落下物の状

被害の様子が

学工学部（

学工学部の講

断士による安

大学当局の

学工学部（

雄が感じた地

感じた．しか

古い家屋の倒

損（2011 年

況と地震以前

分かる． 

日立キャンパ

講義棟や研究棟

全確認を行

許可を得てい

日立キャンパ

地震の状況に比

し，かなり古

倒壊，右：地

3 月 11 日）

前の研究室内

パス） 

棟も被害を受

った後に，入

いないので，

パス）周辺～

比して，大学

古い家屋の擁

地震直後の国

右：地震以

内の様子を撮

受け，2011 年

入棟が許可さ

ここでは状

～JR 常陸多賀

学周辺の建物

擁壁の崩壊，

国道 6 号線の

以前の小峯秀

撮影した写真

年 3 月 18 日

されることに

状況の概略と

賀駅 

物の倒壊はほ

瓦屋根の崩

の状況（2011

秀雄研究室（

真である．図

日金曜日まで

になった．い

と大学の適切

ほとんどなく

崩壊，ブロッ

1 年 3 月 11

2010 年 7 月

図 1 との比較

で，入棟は原

いくつか状況

切な対応を説

く，特に大き

ック塀の倒壊

日，17 時 40

 
28 日撮影）

較により，地

原則禁止とな

況を示す写真

説明するにと

きな被害はな

壊などが認め

 
0 分） 

 

地

な

真

な

め



図 4 家屋

図 5 大学周

図 6 常陸多

 

茨城大学

戸駅南から

参照された

 

4. 日立市成

棟内の安

避難所に向

茨城大学防

向かい準備

日の夕方ま

の被災状況

周辺の被災状

多賀周辺（左

学工学部都市

ら常陸多賀駅

たい． 

成沢小学校体

安全を簡単に

向かうことに

防災環境地盤

備した．停電

まで続いたよ

（右：瓦屋根

状況（右：瓦

左：不通の信

市システム工学

駅までの状況

体育館におけ

確認後，JR

にした．地震

盤工学研究室

となってしま

うである（後

根の被害，右

瓦屋根の被害

信号機，右：

学科の村上哲

を帰宅途中に

ける避難生活

常磐線が不

震発生と同時

の学生メンバ

まい，避難場

後述するが，

右：ブロック

害，右：ブロ

：小規模の壁

哲准教授は，

に調査し別途

活 

不通になった

に停電が発生

バーとともに

場所は暗く，

3/13 の午前

ク塀の倒壊）

ロック塀の傾

壁の崩壊）

当時，都内

途報告してい

たと想像し，

生し，すぐに

に，避難所で

非常に寒い

に小峯秀雄は

 

傾斜） 

内の地盤工学

いる．詳しい

帰宅が困難に

に断水するこ

である日立市

い状況であっ

は，この避難

学会におり，

い被災状況は

になることを

ことが予想さ

市成沢小学校

った．この停

難所生活から

 

 

被災後の水

は，そちらを

を予想して，

されたため，

校の体育館に

電は 3 月 13

ら離脱した）．

水

を

に

3

 



図 7 日立

皆，不安の

図 8 日立市

6 時 33 分，

図 9 避難生

立市避難所

 

この避難

の学生諸君

学生のアパ

市成沢小学校

の表情である

市成沢小学校

慣れない生

生活（左：2

所を離脱する

難生活は，我

君が各自，食

パートにおい

校における避

．） 

校における避

生活で避難生

2011 年 3 月

直前） 

が茨大地盤研

材を持ち寄

て，寒くな

避難生活の開

避難生活（左

生活 1 日にし

13 日，6 時

研のチームワ

って，食事の

る前に済ませ

開始直後（2

左：2011 年 3

て疲労感が

時 33 分，右：

ワークで乗り

の準備を行っ

せ，その後，

011 年 3 月

3 月 12 日，6

ある．） 

：2011 年 3 月

り切ったと思

った．避難所

暖のある避

11 日，18 時

6 時 44 分，右

月 13 日，8 時

思う．食料も

所での食事は

避難所に向か

時 44 分頃，余

右：2011 年

時 16 分，小

も水も少ない

は難しく，避

かい就寝した

 
余震が多く，

 
3 月 13 日，

 
小峯秀雄が日

い中，私以外

避難所近くの

た．教員であ

外

の

あ



る私は，大

ある．心か

ボランティ

立てない状

る姿に胸が

 

5. 日立市離

2010 年 3

る私の所在

た．その帰

を図 10 およ

災状況を，

図 10 左：

図 11 左：

大学院生をは

から，我が学

アとして，

状態になり，

が熱くなる思

離脱から龍ヶ

3 月に当研究

在を予想して

帰路の途中で

よび図 11 に

図 13 には，

家屋のブロ

小峯秀雄の

じめとする学

生諸君に感謝

お年寄りの介

トイレに一人

思いであった

ヶ崎市佐貫の

究室を修了し

迎えに来て

撮影した状況

に示した．ま

JR 佐貫駅と

ロック塀が倒

の自宅（瓦が

学生諸君に助

謝を申し上げ

介護を行って

人で行けなく

． 

の自宅まで

し，現在，建設

くれたことに

況および帰宅

た，図 12 に

と JR 常磐線

倒壊，右：歩

が所々，壊れ

助けていただ

げたい．また

ていた．お年

くなっていた

設技術研究所

により，この

宅後の自宅

には，龍ヶ崎

線の状況を示

歩道がうねり

ている），右

だき，この避

た，避難所で

年寄りは，一

た．本学の学

所に勤務され

の日立市成沢

（茨城県龍ヶ

崎市内の小学

示した． 

，マンホール

右：回収した

避難生活を乗

では，茨城大

一日も経たな

学生諸君が献

れている蛭田

沢小学校での

ヶ崎市佐貫，

学校（長女の

ルが浮き上が

た破壊された

乗り切ったと

大学工学部の

ない間に，足

献身的に手助

田俊明氏が，

の避難生活か

震度 5 強）

の通う馴柴小

がっている．

た瓦（すべて

という状況で

の学生諸君は

足がしびれて

助けをしてい

避難してい

から脱出でき

の被災状況

小学校）の被

 

ではない）

で

は

て

い

い

況

被



図 12 左：

図 13 左：

16 日現在）

 

おわりに 

この記録

している．

大学学生諸

筆者も 3

大学の学生

停止してい

避難生活を

る．また，

うな未曾有

されず，さ

するのみで

 

 

 

 

龍ヶ崎市立

：JR 佐貫駅の

 

録を記してい

また，食料

諸君は，共同

日と短期間

生が明るく，

いることから

をされている

多くの尊い

有の災害に対

らなる努力

である． 

立馴柴小学校

の状況（201

る 2011 年 3

と飲料水，移

生活を行い

ではあるが

前向きに考

，彼らが一

多くの方々

人命を失って

対して人類は無

，精進し，

校内での被災

1 年 3 月 14

3 月 16 日現在

移動のための

，この困難を

，避難所生活

えているこ

日も早く通常

に対しては，

てしまった地

無力のように

これらの方々

災状況 

日現在），右

在，未だ余震

のガソリンも

を乗り越えよ

活を経験した

とに勇気をも

常の生活に戻

，一日も早く

地域の方々に

に感じてしま

々の思いに報

右：全く動い

震は収まらず

も不足してい

ようとしてい

た．先が見え

もらった．2

戻れることを

く通常の生活

には言葉もな

まう．しかし

報いるために

いていない J

ず，また，日

いる．日立市

いる． 

えず，非常に

011 年 3 月

を願っている

活に戻れるこ

なく，悲嘆に

し，技術者に

にも，防災・

JR 常磐線（2

日立市内では

市内に在住し

に不安であっ

16 日現在，

る．一方，さ

ことを切に願

にくれてしま

には立ち止ま

減災技術の

2011 年 3 月

は給水が停止

している茨城

ったが，茨城

給水は未だ

さらに厳しい

願う次第であ

まう．このよ

まることは許

の発展に尽力

止

城

城

だ

い

あ

許

力


